
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県と（一社）広島県エクステリア協会が危険ブロック塀の安全対策

について連携し、庄原市、東広島市、福山市などで行っている『危険ブロ

ック塀の対策等のパネル展示』を府中市でも行います。 

平成 30 年の大阪北部地震では、ブロック塀が倒壊し、登校中の女児が下

敷きになり死亡するという痛ましい事故がありました。地震発生から５年

が経過し、被害や防災意識が風化する中で、ブロック塀の安全対策につい

て促進を図るとともに、災害に対する安全確保の取り組みについて展示し

ます。 

 
展示期間：令和５年 11 月 18 日（土）から 11 月 26 日（日）まで 
場  所：府中天満屋 2 階 i-coreFUCHU 北側展示スペース 
内  容：平成 13 年 3 月 24 日におきた芸予地震で被害があったブロック塀が倒壊し

た現場等のパネルや、危険ブロック塀の診断や調査の状況を写真などで分か
りやすく展示するほか、府中市で行った危険ブロックの対策を DVD で流し
ます。また、チラシによる補助制度の周知も行います。 

 

 

 

広島県府中市 情報提供 

令和 5 年１１月２０日（月） 

都市デザイン課 住宅政策係 

 担当 原田、山下  

電話 0847-43-7156 

FAX 0847-46-1535 

危険ブロック塀の対策についてのパネル展示を実施中！ 

プレスリリース 

ＤＶＤ：児童によるブロック塀 

の防災学習（令和２年度） 

ブロック塀改修の事例（出口スポーツグランド） 

■改修前 ■改修後 


